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細断型ロールベーラを用いた牧草等の収穫調製技術
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1 は じ め に

生物系特定産業技術支援センターで開発 した 「細断型

ロールベーラ」は飼料用 トウモロコシの収穫調製作業を

省力的に行 うことができ,調製されたサイ レージは発酵

品質,長期保存性 とも高くなることが明らかになつてい

る。そこで,細断型 ロールベーラの牧草等の他草種での

汎用性並びに調製された細断型 ロールベールサイレージ

の発酵品質,長期保存性について検討 したので報告する。

2試 験 方 法

(1)各草種のロールベール形状,サイレージ発酵品質

及び長期保存性調査

1)使用機種 :細断型ロールベーラ, 自走式ラッピン

グマシン,2条刈 リコーンハーベスタ,ビ ックアッ

プハーベスタ (使用機械は全てタカキタ社製)

2)供試草種 :イ タリアンライグラス (以 下 IR,普通

種),ソルガム (FS‐5),ス ーダングラス(KCS202),IR

主体混播草 (2番草),エ ン麦 (ス ーパーハヤテ隼)

3)収 穫調製法 :IRはモアで収穫後に定置で細断 ,

ソルガム・スーダングラス及びエン麦はコーンハー

ベスタを用いたダイ レク トカット,IR主体混播草

は刈 り取 り後にビックアップハーベスタを使用 (反

転なし)

4)収穫調製時期 :IR 2004年 5月 , ソルガム及び

スーダングラス 2004年 9月 ,エン麦及び IR主体混

播草 2005年 7月

(2)細断型及び従来型 ロールベール体系の牧草収穫作

業能率調査

1)使用機種 :細断型ロールベーラ,自 走式ラッピン

グマシン, ビックアップハーベスタ,従来型ロール

ベーラ及びラッピングマシン(NewHolland社 製,ロ

ール径 120cm)

2)供試草種 :オーチャー ドグラス (以下 00)主体混

播草

3)収穫調製法 :刈 り取 り後に反転 し予乾した牧草を

集草し梱包・密封

4)収穫調製時期 :OG主体混播草 211115年 6月

(3)ホルスタイン種搾乳牛における牧草サイレージ摂

取量調査

1)供試飼料 :OG主体混播草地において細断及び従

来型ロールベーラ体系で調製 したサイレージ(上記

能率試験で調製したサイレージ)

2)供試牛 :ホルスタイン種搾乳牛 8頭 (4頭 2群に

よる反転法)

3)給与期間 :2005年 H月 28日 ～ 12月 18日 (各群

で異なる飼料を給与し,1週 間後に飼料を入替える)

3 試験結果及び考察

(1)細断型ロールベーラを用いた lR予乾サイレージ

の原物密度は 206 3kg/ボ,乾物密度は173 5kg/ポであ

り,従来型のロールベールサイレージと比較して,それ

ぞれ643及び54 1kg/m3高かつた(表 1)。

(2)長期保存後の lR, ソルガム及びスーダングラス

サイレージの V2‐scoreは 全て 90点以上,3ヶ 月後

の lR主体 2番草及びエン麦サイレージの V2‐score

は 85及び 87点 と高く,発酵品質は良好であつた

(表 2)。

(3)細断型ロールベーラを用いた牧草収穫にかかる総

作業時間は 46分/10aで ,従来型ロールベーラ

(120cm径 )用いた体系の 181倍であつた (図 1)。

(4)細断型ロールベーラで調製した牧草サイレージの

ホルスタイン種作撃L牛における乾物摂取量は

646υ頭/日 で,従来型ロールベーラで調製 したも

のの560崚西印日より高かつた。

(5)以上の結果から,細断型ロールベーラは予乾牧草

の収穫作業で従来体系よりも作業効率は悪くなるも

のの,飼料用 トウモロコシ以外の各草種においても

利用可能であり,長期保存後のサイレージ品質も良

好であることが明らかになつた。

4ま と め

細断型ロールベーラは予乾牧草の収穫作業で従来型の

ロールベーラ体系よりも作業効率は低下するが,飼料用
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トウモロコシ以外の草種 (牧草・飼料作物等)において

も十分利用可能であった。また,調製されたロールベー

ルサイレージは従来型ロールベーラで調製したものと比

較して発酵品質,長期保存性とも良好であつた。

細断型ロールベーラで調製したロールベールは従来型
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のロールベールより径が小さいため,取扱が容易であり,

給与時の廃棄ロス並びに労力も軽減することができるこ

とが明らかになつた。
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※2:フリーク評点はVFA組成によるサイレージ評価法で80点以上が良、低水分サイレージは過小評価される。

※3:V2-scoreは VFA含量とVBN含量によるサイレージ評価法で80点以上が良、水分条件による制限を受けない。
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国2細断型及び従来型ロールベーラで日襲した

オーチャードグラス主体サイレージの籠枷摂取量

図1牧草収穫調製にかかる作業時間の比較
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